
 

 令和４年度  田原西小学校 学校評価書 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

 

◎基本目標・・・社会の変化に対応しながら，生涯にわたって成長し続けることができるような，知・徳・体の調和がとれ， 

        想像力と実践力に富んだ，たくましく心豊かな児童を育成する。 

◎具体目標 

○ めざす児童像 

・健康で明るい子 ・思いやりのある子 ・自ら考える子 ・がんばりぬく子 

○ 児童スローガン  ・『育もう！田西っ子プライド「思いやる心・気づく心・頑張りぬく心」』 

「健康で明るい子」を児童の基盤としてめざすとともに，本校の伝統を背負って立つ田西っ子プライド「思いやる心・気づく心・

頑張りぬく心」を磨いていく。 

 

 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校づくりの視点含む） 

「元気なあいさつが響き，教師も児童も生き生きと学び合う学校づくり」 

≪目指す学校づくりの３つの視点≫  

◇日々の生活にあいさつが響き，明るく活気のある学校 

◇子ども一人一人が生き生きとし，学び合える学校 

◇楽しく安心して生活ができ，保護者・地域住民から信頼される学校 

 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

学校教育目標の実現のため，「教育基本法」，「学校教育法」，「学習指導要領」並びに「第２次宇都宮市学校教育推進計画」，「第

２次学校教育スタンダード」の趣旨や内容を踏まえた上で，本校の学校評価や各種調査の結果に基づき，以下の方針を定め，学

校経営の充実に努める。 

⑴ 「健康で明るい子」を育成するために，健康で安全な生活ができるように，社会的規範や基本的生活習慣を身に付ける指導

と，体力の向上を図る教育活動を推進する。 

⑵ 「思いやりのある子」を育成するために，自他の生命と人権を尊重する心や思いやりの心などを育む豊かな体験活動を実践

し，全教育活動を通した道徳教育を推進する。 

⑶ 「自ら考える子」を育成するために，主体的，対話的で深い学びを重視した授業を展開し，知識及び技能，思考力・判断力・

表現力等，学びに向かう力，人間力等を育む学習活動を推進する。 

⑷ 「がんばりぬく子」を育成するために，自ら考え行動し，自分を律していける能力をもち，他者と協働しながら創造的かつ

たくましく生きていくことを目指して，創意と工夫による教育活動を推進する。 

⑸ すべての教職員が，高い倫理観や人権意識と使命感をもち，真摯な態度で自己研鑽に努め，児童一人一人を大切にする教育

活動を実践し，誰からも信頼される教職員として職務に励む。また，教職員が健康でいきいきとやりがいをもって勤務し，児

童と向き合いながら質の高い教育が行えるよう，教職員の働き方改革の視点に立ち，職場環境改善のための取組を推進する。 

⑹ ○教育活動の一層の質の向上を目指し，カリキュラム・マネジメントにより，学習効果の最大化を図るとともに，本年度の

重点目標等について学校・保護者・地域住民が共有できるように，学校地域協議会，田原地域学校園との連携強化を図りなが

ら地域とともにある学校づくりを推進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[田原地域学校園教育ビジョン]  自らすすんで何事にも取り組む子どもの育成 



４ 教育課程編成の方針 

⑴ 日本国憲法，教育基本法，学校教育法，学習指導要領に示された教育の目標や内容，県・市の学校教育の重点，努力の方向

に基づき，公教育の立場を堅持した教育課程を編成する。 

⑵ 教育目標の具現化を図るために，本校の実態（施設・設備・職員構成・地域環境），児童の発達段階や特性，地域社会や保

護者の願い等を十分に把握し，「人権尊重の教育」を基盤に，知・徳・体の調和の取れた生きる力を育む教育課程を編成する。 

⑶ 学習指導要領の原則を踏まえ，教育内容の質的・量的な充実を目指した学習指導を展開し，基礎的・基本的な事項の定着と

子に応じた学習活動の展開・充実に努める。 

⑷ 各教科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間・宇都宮学・プログラミング的思考力を育成する学習・外国語活動及び外国

語科の特性を生かし，教科横断的な視点に立って，調和と統一の取れた編成に努める。 

⑸ 前年度の教育活動の反省（学校評価）を踏まえ，柔軟な指導の形態，指導法の工夫・教育資源（人・地域・機関等）の活用

に努め，一人一人の教育的課題がより確かに解決されるように展開を工夫する。 

 

 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

・『育もう！田西っ子プライド「思いやる心・気づく心・頑張りぬく心」』を合言葉に，全教職員がチーム力を高めながら，児童が自ら学ぶこ

との喜びや楽しさを感じることができる活気ある学校づくりを推進する。 

・ 地域の教育力をこれまで以上に有効に活用し，学校地域協議会や地域学校園と連携した「地域とともにある学校づくり」を推進する。 

 

【 学 習 指 導 】 

 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導の工夫 

  ～「自らの思いを表出し，学び合う楽しさを味わう児童の育成」～ 

・ 学びに向かう力等と協働して課題解決に取り組む態度を育成するために，実生活に関連した課題設定により，主体的に学習に取り組める

ようにする。 

・ 児童が多様な考えに触れ，相互に関連付けたり，共通点や相違点を見出したりすることができるように，教師のコーディネート力を磨い

ていく。 

・ 全教育活動を通して，「書くこと」を実践し，習慣化を図る。 

○ 課題設定やノートの活用の仕方などの指導を通し，自主学習で取り組む内容・方法を明確にして，家庭との連携を図った家庭学習の習慣

を図る。 

 

【 児 童 生 徒 指 導 】 

・ 確かな児童理解と認め励ます指導の推進により，一人一人の自尊感情を高める学級経営の充実をめざす。 

・ 自らの考えで正しく判断し，主体的に行動できる児童の育成に努める。 

・ 児童が楽しく明るく生活できるようにするために，いじめ・不登校を生まない指導を充実する。 

○ 元気に生き生きと生活し，明るいあいさつや正しい言葉遣いができ，思いやりをもって行動できる児童の育成【地域学校園共通目標】 

 

【 健康（体力・保健・食・安全）】（元気アップ教育に係る取組を含む） 

・ 進んで運動し体力を高めるために運動の習慣化と各種検定等の充実を図る。 

○ 自らの健康を管理し，健康課題を改善するための生活習慣の育成を図る。 

・ 丈夫な体をつくるための望ましい食習慣の育成を図る。 

・ 自分の命を守る行動力を身に付けるための，安全指導の推進に努める。 

 

       

 

 

 



６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

       

 

 

 

 

 

目 

 

指 

 

す 

 

児 

 

童 

 

の 

 

姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，授業中，話をし

っかりと聞いたり発表し

たりするなど，進んで学習

に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

① 授業において，「宇都宮モデル」を活

用して分かる授業を展開し，学ぶ楽

しさや分かる喜びを味わうことの

できる学習活動を重視する。 

② 学習に関する基本的な行動様式に

ついて共通認識を図り，基礎基本を

習得する場と時間の確保を行う。 

③ 主体的・対話的で深い学びの実現に

向け，授業研究会や授業を相互に見

合う機会を充実し，指導力の向上に

努める。 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答が９１．９％であり，十分

に目標値に達している。 

 

 

【次年度の方針】 

・今後も取組を継続する。 

 

 

 

 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても，

思いやりの心をもって優

しく接している。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 体験活動と関連を図った道徳科の

授業を実施し，生命や人権を尊重す

る心や，人を思いやる心などを涵養

する。 

② 人権教育年間指導計画に基づき，全

教育活動を通して人権教育を計画

的に実施する。 

③ 児童会活動や各委員会における縦

割り遊び・給食・清掃における縦割

り班活動を通して，異学年間の交流

を活性化し，相手を思いやる心を育

む。 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員，地域住民の肯定的回答が 100％，児

童の肯定的回答が，94.4％であり，十分に目

標値に達している。 

 

【次年度の方針】 

・今後も取組を継続する 

Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナー

を守って生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 廊下の歩行，チャイム着席を含む

時間の厳守を重点課題とし，秩序

と安全の大切さについて，根気強

く指導する。 

② きまりやマナーを守って行動して

いることを，児童会活動等で児童が

相互に認め合う場や教師が称賛す

る機会を設け，教師を中心に規範意

識の醸成を図る。 

③ 生活目標と関連付けた具体目標を，

各クラスで考え掲示する。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

【達成状況】 

教職員，地域住民の肯定的回答が 100％，児

童の肯定的回答が，88.8％であり，目標値に

達している。児童の肯定的回答は，前年度よ

り 0.6％上昇した。 

 

【次年度の方針】 

・児童指導主任を中心として，次年度も規範

意識を高める放送などを行っていく。 



 

目 

 

指 

 

す 

 

児 

 

童 

 

の 

 

姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じた

あいさつをしている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童  ８０%以上 

⇒地域住民 ８０%以上 

 

① 児童会で実施する「あいさつサポー

ター」制度や，ＰＴＡや地域と連携

を図ったあいさつ運動を推進し，自

然にあいさつができる学校を目指

す。 

② 家庭や地域でも時と場に応じたあ

いさつができるよう，保護者の意識

を高めたり，協力を得たりできるよ

うな啓発の仕方を工夫する。 

③ 学級活動において，「場に応じたあ

いさつ」について話し合い活動を行

い，あいさつを進んで行う態度を目

指す。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答が，93.8％，教職員，地域

住民の肯定的回答が 100％であり，目標値に

達している。地域住民の肯定的回答は

11.5％上昇した。 

 

 

 

【次年度の方針】 

・学校外でもあいさつができるようになっ

てきているので，引き続きあいさつを奨励

する。 

Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童の能力や取り組みを児童相

互に認め合う場を数多く設けると

ともに，担任も認め励ます指導に努

める。 

② 各教科の授業や各行事等において，

児童が目標をもって取り組む機会

を設けるとともに，目標の達成に向

けて努力している児童を称賛する。 

③ 清掃を中心として，粘り強く取り組

むことの大切さに気付かせるとと

もに，実践に向けた意欲を高める。 

④ 各教科や学級活動のキャリア教育

を通して，夢や目標をもつことの大

切さを実感できるよう指導してい

く。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答が 94.1％で目標値に達

したが，児童の肯定的回答が 85.6％で目標

値に達している。 

 

【次年度の方針】 

各教科の授業や各行事等において，「田西っ

子プライド」に触れ，意識づけを図ったこと

で児童の意識が高まったと考えられるた

め，今後も現在の取り組みを継続していく。 

 

Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，健康や安全に気

を付けて生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 児童が自分の健康に気を付けて自

ら健康を管理できるよう，学級活

動，体育，学校行事と関連を図った

保健指導や日常の生活指導を行う。 

② 養護教諭や栄養士と連携した授業

を取り入れ，食育や保健指導を充実

させ，栄養バランスのとれた食事や

望ましい食習慣の形成を図る。 

③ 危機を予測し自らの命を守り抜く

行動力を育成するため，日常指導に

おける安全指導を充実するととも

に，交通安全教室，避難訓練等を計

画的に実施する。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的割合が 100％，保護者の肯定

的割合が 93.8％であり，十分に目標値に達

している。 

 

【次年度の方針】 

今後も取り組みを継続する。 



 

 

 

 

 

 

目 
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す 

 

児 

 

童 

 

の 

 

姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

 

 

① 宮・未来キャリア教育年間指導計画

に基づき，望ましい勤労観や職業観

を，全教育活動を通して意図的・計

画的に育む。また，オンラインでの

工場見学や出前講座などを活用し，

感染症に対応した学習形態の実践

と記録を蓄積する。 

② 家庭や地域社会から得られる情報

を映像や画像資料に反映させ，児童

が将来の夢や希望を描いたり，実現

に向けて努力したりする態度を育

成する。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答が 85.6％で目標値に達し

た。保護者の肯定的回答が 74.4％であり，

目標を下回ったが，昨年度より約 7 ポイン

ト上昇している。 

 

【次年度の方針】 

・オンラインなどのＩＣＴを活用した工場

見学や講座を受講した体験を積極的に取り

入れ，ライフキャリアを積み上げて望まし

い授業感を育てていく。 

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，英語を使ってコ

ミュニケーションしてい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

 

 

① 外国語活動(英語活動)を通じて，言

語や文化について体験的に理解を

深め，積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度を育成する。 

② 外国語活動(英語活動)に関する校

内研修や授業を相互に見合う機会

を充実して指導力の向上を図る。 

③ 活動における到達の姿を明らかに

し，振り返りを位置づけることで自

分の姿をみつめさせ実践に向けた

意欲を高める。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は８５．６％であり，教職

員の肯定的回答が８２．４％であり，教職員

が目標値をわずかに下回った。 

 

【次年度の方針】 

・今後も取組を継続する。 

・授業以外でも ALT と触れ合う時間を設け

ることで，教室で学んだことを生活の中で

生かす意識を育む。 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮の良さを知

っている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

① 生活科，社会科，総合的な学習の時

間の授業や，市内や地域での校外学

習等において，学習内容に関連させ

ながら児童が身近な地域や宇都宮

市の良さに気付く指導に努める。 

② 教師自身が宇都宮市の歴史，文化，

伝統産業，特産物等について理解を

深められるよう努める。 

Ａ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は７６．９％で目標値を

下回った。 

 

【次年度の方針】。 

・総合的な学習の時間で学んだ宇都宮の良

さを，異学年に向けて発表する場を設ける。 

・校外学習など，実際に見学する場を設ける

ことで，宇都宮の良さに気付くようにする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 

 

指 

 

す 

 

児 

 

童 

 

の 

 

姿 

Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 授業の中で効果的に 1人１台端末等

を活用する時間を設け，適切に端末

等を活用する能力を育成できるよ

う指導する。 

② 各学年のその時期の授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充

実等，学校図書館の環境整備に努め

る。 

③ 読書の時間や読み聞かせの時間，図

書だよりの発行などを通して児童

の読書意欲を喚起する。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は９１．３％で，教職員の

肯定的回答が１００％であり，目標値に達

している。 

 

【次年度の方針】 

・今後も取組を継続する。 

Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。          

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても思

いやりの心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 体験活動と関連を図った道徳科の

授業を実施し，生命や人権を尊重す

る心や，人を思いやる心などを涵養

する。【Ａ２①再掲】 

② 人権教育年間指導計画に基づき，全

教育活動を通して人権教育を計画

的に実施する。  【Ａ２②再掲】 

③ 地域の高齢者と交流する機会を設

けたり教育活動に協力してくださ

っている地域の方に感謝したりす

る活動を通し，感謝や相手を思いや

やる心を育む。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答が 100％，児童の肯定的

回答が，94.4％であり，十分に目標値に達し

ている。 

 

【次年度の方針】 

・引き続き，取組を継続する。 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，環境問題や防災

等の「持続可能な社会」に

ついて，関心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

 

① 総合的な学習の時間における環境

教育等を通して，環境問題への関心

を高め，環境と調和しながら生きる

意識や態度を育成する。 

② 道徳教育年間指導計画に基づき，全

教育活動を通して道徳教育を計画

的に実施する。【Ａ２②再掲】 

③ 教職員が，環境問題や人権教育等の

「持続可能な社会」について考えを

深めたり学んだりする研修を実施

し，指導に生かすとともに，児童へ

の意識づけを図る。 

 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は８９．４％で，目標値に

達したが，教職員の肯定的回答が６４．７％

で目標値を下回った。 

 

 

【次年度の方針】 

・身近な問題や取り組みと，「持続可能な社

会」というキーワードを結び付けるように

支援し，児童の意識を高める。 

・それぞれの学年で学んだ「持続可能な社

会」に関する内容を交流する場を設ける。 



Ｂ１ 児童は，時と場に応

じた正しい言葉づか

いをしている。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，時と場に応じた

正しい言葉づかいしてい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

 

 

① 児童指導主任が中心となって「言葉

づかいに気を付けようキャンペー

ン」を行い，自然に言葉づかいに注

意できるような学校を目指す。 

② 家庭や地域でも時と場に応じた言

葉づかいができるよう，保護者の意

識を高めたり，協力を得たりできる

ような啓発の仕方を工夫する。 

 

 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答が 85.0％，保護者の肯定

的回答が，80.0％であり，目標値に達してい

る。 

 

【次年度の方針】 

・授業中や異学年交流の時に「～さん」とつ

けて呼ぶことや，ふわふわ言葉や受容的な

言葉を意識した取組などを，継続して実践

していく。 

 

Ｂ２ 児童は，体育の授業

や休み時間に進んで

運動している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，体育の授業や休

み時間に進んで運動して

いる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

 

 

 

 

① 各学級で休み時間の外遊び，さら

に冬季の外遊びを奨励し，児童の

意識を喚起する。 

② 運動委員会によるイベントを企

画・実施し，運動の楽しさを体験

させる。 

③ 各クラスによる共遊(ハッピータイ

ム)だけでなく，縦割り班での共遊

の時間も設けて楽しく運動する時

間を増やす。 

Ｂ 

【達成状況】。 

児童の肯定的回答が 91.9％，保護者の肯定

的回答が 85.9％で，前年度より 5.3 ポイン

ト下がっているが，目標値には達している。 

 

【次年度の方針】 

今後も取り組みを継続する。 

 

  



 

 

 

 

 

 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

 

校 

 

の 

 

姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童等の実態に応じて，適

切な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

 

 

① 特別支援教育コーディネーターや児童

指導主任を中心に，全校で特別な支援が

必要な児童に関する共通理解を図り，一

人一人のニーズを踏まえた支援を

組織的に行う。 

② 特別支援学級の児童はもとより，通

常学級においても，必要に応じて個

別の支援計画の作成し，それに基づく合

理的な配慮を伴う指導に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答が 100%であり，十分に

目標値に達している。 

 

 

【次年度の方針】 

・今後も取組を継続する。 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導

してくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 学級活動，道徳科の授業等を通し

て，人を思いやることや人権を尊重

することの大切さを指導するとと

もに，日常生活の中でいじめが許さ

れない行為であることを繰り返し

指導する。 

② 児童会が主体となり，児童が自ら「いじ

めゼロ運動」を推進できるよう支援し，

望ましい児童集団の育成に努める。 

③ 定期的なアンケートや教育相談等を通

して児童の心の状態を共感的に理解し

た上で，学校いじめ防止基本方針に基づ

き，組織的な対応によりいじめの早期発

見，早期解消を図る。 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答が 98.8%，保護者の肯定的

回答が 85.1%であり，目標値に達している。 

 

 

【次年度の方針】 

・引き続き，学校での教育方針や実施したこ

となどを，保護者に啓発していく。 

Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，一人一人を大

切にし，児童がともに認め

励まし合うクラスをつく

ってくれている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

 

 

 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多く

設けるとともに，担任も認め励ます

指導に努める。  【Ａ５①再掲】 

② 教育相談，アンケート，Ｑ―Ｕ調査

等の結果を活用し不適応傾向のあ

る児童の早期発見と不登校の兆候

や傾向の児童に係る校内全体の情

報共有を図る。 

Ｂ 

 

【達成状況】 

児童の肯定的回答が 95.6%であり，十分に目

標値に達している。 

 

 

【次年度の方針】 

・今後も取組を継続する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

 

校 

 

の 

 

姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

 

 

 

① 外国人児童について全校で共通理解を

図り，必要な支援やニーズを踏まえた

支援を組織的に行う。 

② 児童が，互いの国籍や文化の違い等

認め合い尊重しながら生活できる

よう，日常的な指導に努める。 

 

 Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答が 100％である。 

 

【次年度の方針】 

今後の取り組みを継続する。 

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，活気があり，明

るく生き生きとした雰囲

気である。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

 

 

 

① 児童が学級で存在感を実感できる

ように，児童の建設的な自己決定が

できる場を設け，自主的・自律的に

取り組むよう支援する。 

② 児童会活動において，児童の主体的

な活動を重視するとともに，縦割り

班活動を積極的に実施する。 

③ 授業や様々な活動を通して，教職員

が児童のよさや努力を認め励ます

指導を行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答が 91.9％，保護者の肯定

的回答が 89.4％，であり，目標値に達して

いる。 

 

【次年度の方針】 

コロナ禍でも児童がいきいきと活動できる

よう，自主性や主体性を重視した工夫を取

り入れていく。 

Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かり

やすく，一人一人に丁寧に

教えてくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

 

 

 

① 各教科において，基礎・基本の定着

を図るとともに，活用する力も育め

るよう，指導方法の工夫改善に努め

る。 

② 算数科におけるＴＴ，少人数，習熟

度別等の学習形態を工夫し，分かる

授業を展開する。 Ｂ 

 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は９８．１％で十分に目

標値に達している。 

 

 

【次年度の方針】 

・今後も取組を継続する。 
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学 
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Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる教職員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

① 「チーム田西」の合言葉のもと，学

校の諸課題への対応や，学校行事の

準備・運営等に，教職員の協働性を

高めることに視点を置き組織運営

に努めるとともに，困難を感じる業

務について気軽に相談し，助け合え

る雰囲気を大切にし合う。 

② 一人一授業を通して，効果的な言葉

かけや板書を教職員に伝え合うこ

とで，学校全体の指導力の向上を図

っていく。また，授業後の研究会で，

成果や課題について相互に認め合

い，理解し合う機会を繰り返し設け

ていく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答が 100％であった。 

 

【次年度の方針】 

・日常の一人一人の授業の研究成果を教職

員に伝え合うことで，引き続き学校全体の

指導力の向上を図っていく。また，授業後の

研究会，成果や課題について相互に認め合

い，理解し合う機会を繰り返し設けていく。 

学校の諸課題への対応や，学校行事の準備・

運営等に，全教職員が協働し組織運営に努

める。 

Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，教職員の勤務時

間を意識して，業務の効率

化に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

 

① 学校の働き方改革の視点に立って

教職員一人一人が，勤務時間を意識

し，業務の効率的な実施や計画的な

処理に努める。 

② 教職員の負担軽減に向け，学校の組

織運営の改善や，各種行事等の実施

方法の改善として，会議のペーパー

レスや行事の振り返りが次時に有

効に生かせるような工夫をしてい

く。 

③ 学習情報システムをはじめとした

各種システムを効果的に活用し，ミ

ライムなど業務を効率的に進める。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答が 100％であり，目標値

を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・引き続き，学習情報システムを有効活用し

た情報交換，文書作成，アンケートの実施，

校内掲示板の利用を行ったり，日直の負担

軽減など業務の効率化を図っていく。 

・新しい生活様式に沿った各種行事等の実

施方法の改善を継続的に行う。 

 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，小学校と中学校

が連携した「小中一貫教

育・地域学校園」の取組を

行っている。 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

 

① 田原地域学校園ビジョンに基づき，

自ら進んで何事にも取り組むこと

を重点として小中一貫教育・地域学

校園を推進する。 

② 田原中と連携し小中合同の「あいさ

つ運動」や６年生の進学先中学校訪

問等の取組について，各種学年だよ

りや校内掲示，ＨＰなど様々な機会

を捉えて積極的に発信し，理解を深

める。 

③ 地域学校園事務室や，学校一人配置

職員の分科会を通して連携を図り，

学校園内の相互支援体制を充実す

る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答が 100％で目標値に達し

た。保護者の肯定的回答が 76.8％であり，

目標を下回ったが，昨年度より約 4 ポイン

ト上昇している。 

 

【次年度の方針】 

・新しい生活様式に基づいて，地域学校園内

の相互支援体制の見直しを図る。 

・６年生の中学校訪問やあいさつ運動，宮っ

子チャレンジなど交流を主とする取組につ

いては新しい生活様式を加味して実施し， 

HP や学年だよりなどで積極的に保護者へ発

信していく。 

・新しいビジョンに基づき，田原地域学校園

各分科会における交流活動の充実をさらに

図り，互いの理解を深める。 
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Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企

業と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

①  田原西小学校地域協議会を定期

的に開催し，学校経営方針への保護

者，地域住民の意見反映や，学校関

係者評価の実施などを行っていく。 

② 登下校や校外での体験活動時の安

全確保や，授業への支援などにおい

て学校支援ボランティアを有効に

活用し，家庭や地域と連携して教育

活動の充実を図る。 

③ 家庭や地域社会との連携による体

験的活動を実施し，児童が将来の夢

や希望を描いたり，実現に向けて努

力したりする態度を育成する。 

【Ａ７②再掲】 

 

 

Ｂ 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答は 88.6％，地域住民の

肯定的回答は 94.7％であり，どちらも目標

数値を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・地域協議会を年４回開催し，テーマトーク

の場を設けて，多角的・多面的視野で意見を

交換することで，学校経営方針に反映させ

ていく。会を開催できないときは，地域の方

の意見を反映できるような取組を行い，学

校だよりやＨＰを通して発信する。 

・家庭や地域社会との連携による体験的活

動を工夫し，地域の教育力をボランティア

として有効に活用していく 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

学校は，家庭・地域・企業

と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図

っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

① 田原西小学校地域協議会を定期的

に開催し，テーマトークの場を設け

て，多角的・多面的視野で意見を交

換することで，学校経営方針に反映

させていく。【Ａ２２①再掲】 

② 地域や保護者の学校支援ボランテ

ィアを有効に活用し，家庭や地域と

連携して教育活動の充実を図る。 

【Ａ２２②再掲】 

③ 家庭や地域社会との連携による体

験的活動を実施し，児童が将来の夢

や希望を描いたり，実現に向けて努

力したりする態度を育成する。 

【Ａ７②再掲】 

 

Ｂ 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答は 88.6％，地域住民の

肯定的回答は 94.7％であり，どちらも目標

数値を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・地域協議会を年４回開催し，テーマトーク

の場を設けて，多角的・多面的視野で意見を

交換することで，学校経営方針に反映させ

ていく。会を開催できないときは，地域の方

の意見を反映できるような取組を行い，学

校だよりやＨＰを通して発信する。 

【Ａ２２①再掲】 

・家庭や地域社会との連携による体験的活

動を工夫し，地域の教育力をボランティア

として有効に活用していく。【Ａ２２①再

掲】 

・オンラインなどのＩＣＴを活用した工場

見学や講座を受講した体験を積極的に取り

入れ，ライフキャリアを積み上げて望まし

い授業感を育てていく。【Ａ７②再掲】 

 

 

 



Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安

全に配慮した環境づくり

に努めている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

 

 

① 毎月，各教室，特別教室，廊下，体

育館等を，チェック項目に基づく安

全点検を実施し， 危険個所につい

ては迅速な改善や修繕に努める。 

② 危機管理マニュアルを整備すると

ともに，避難訓練や引き渡し訓練等

を通して，火事，地震，竜巻，不審

者侵入等の不測の事態への備えを

万全にする。 

③ 熱中症対策，感染症予防対策など，

学校全体で時期に応じた保健指導

管理に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答が 100％，保護者の肯定

的回答が 89.3％であり，十分に目標値に達

している。 

 

【次年度の方針】 

今後も継続して避難訓練などの安全に関す

る取り組みの様子を，学校だよりや学年だ

より，学校ホームページ等で発信していく。 

 

Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 児童がコンピューターや情報通信

ネットワークなどの情報手段に親

しみ，適切に活用する能力を育成で

きるよう，授業において積極的にＩ

ＣＴ機器を活用する。 

【Ａ１０①再掲】 

② 各学年のその時期の授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充

実，児童の意欲喚起のための啓発を

含めた学校図書館の環境整備に努

める。     【Ａ１０②再掲】 

③ 読書の時間や読み聞かせの時間，図

書だよりの発行などを通して児童

の読書意欲を喚起する。 

【Ａ１０③再掲】 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は９１．３％で，教職員の

肯定的回答が１００％であり，目標値に達

している。 

 

【次年度の方針】 

・今後も取組を継続する。 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ３ 児童は,毎日家庭学

習に取り組んでいる。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は,毎日家庭学習に

取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

① 年度当初に保護者向け「家庭学習の

すすめ」や児童向け「自主学習メニ

ュー」を配付し，家庭学習に積極的

に取り組めるように支援する。 

② 家庭学習の内容から児童のよさや

努力していることなどを紹介し，称

賛したり伝え合ったりすることに

より，成果を認め励ます機会の充実

を図る。 

③ 家庭学習強化週間を設けて保護者

に呼びかけ，学校と保護者が協力し

合って定着を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は７４．４％で保護者の

肯定的回答は７４．２％で目標値を下回っ

ている。 

【次年度の方針】 

・家庭学習の大切さを理解させ，意欲がもて

るように継続して『家庭学習強化週間』を実

施していく。 

・家庭への啓発を工夫し，家庭と連携して取

り組めるようにする。 

 



Ｂ４ 児童は，本を読むこ

とが好きである。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，本を学習に活用

したり，進んで読書したり

している。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

① 図書室の活用はもちろん，週１回の

朝の読み聞かせ・朝の読書や外部人

材の活用を通して，読書指導や言語

環境の充実を図る。 

② 校内読書週間を設けて，児童に図書

室利用を啓発するとともに，図書委

員会による様々な取組を行う。 

③  児童の意欲を高めるよう学習セ

ンター，読書センター，情報センタ

ーとしての機能を充実させる図書

室の整備を行う。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は８０％で，保護者の肯

定的回答は６４．４％で目標値を下回って

いるが，昨年度より６．３％上がっている。 

【次年度の方針】 

・「家読」の取組を今後も継続して実施し，

家庭を巻き込む工夫をしていく。 

・図書館司書を活用し，朝の読書の時間にブ

ックトークを行ったり，各学年の必読図書

一覧を作成し，教室に掲示し児童の読書状

況が一目で分かるようにしたりと児童の読

書意欲を高める工夫をしていく。 

 

 

Ｂ５ 児童は，「田西っ子

プライド」を意識して

行動し，田西小の一員

であるという自覚を

もって生活している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，「田西っ子プラ

イド」を意識して，「気づく

心・思いやりの心・頑張り

ぬく心」を発揮して生活し

ています。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

 

 

① 「田西っ子プライド」の具体的な姿

を分かりやすく示すとともに，粘り

強くやり抜くことを意識して生活

できるよう，向上心や自尊心の醸成

を図っていく。 

② 清掃や縦割り班活動を通して，「気

づく心・思いやりの心・頑張りぬく

心」を意識した声掛けを行ったり称

賛をしたりし，３つの心を育むよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

【達成状況】 

児童の肯定的回答が，87.5％，教職員の肯定

的回答は 100％となり，目標値を上回った。

昨年度と比較すると，児童は 1.6％，教職員

は 4.8％上昇した。 

 

 

【次年度の方針】 

・学校行事だけでなく，普段の様々な取組に

おいても「気づく心・思いやりの心・頑張り

ぬく心」を意識できるよう，事前指導の充実

や振り返りを行い，意識を高めていきたい。 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付

ける。 

昨年度に引き続き,全体的によい結果が出ている。学校教育目標の具現化に向け「気づく心・がんばりぬく心・思いやりの

心」を合言葉とし，児童一人一人が「田西っ子プライド」を意識し，自ら学ぶことの喜びや楽しさを感じることができる活力に満ち

た学校づくりを目標として教育活動の充実を図るとともに，保護者・地域との連携・協働のもと，児童一人一人の自尊感情を高める学級経

営の充実に努め，思いやりをもって行動できる児童の育成を目指してきた成果と考えられる。 

特に A3「児童は，きまりやマナーを守って生活している。」A5・7「児童は，夢や目標に向かってあきらめずに粘り強く取

り組んでいる。」A14「学校は，いじめ対策に熱心に取り組んでいる。」A17「学校全体に活気があり，明るくいきいきとした

雰囲気である。」については，教職員・保護者・児童すべてにおいて昨年度より肯定的割合が高い。児童指導主任や学習指導

主任のリーダーシップのもと教職員が一丸となって取り組んだ様々教育活動が有効であったと考えられる，また今年度は，

感染症対策を講じて，あいさつ運動やボランティア活動など，保護者や地域の方々との連携・協働活動も実施できたことに

より，児童の活動に広がりをもたせることができた。今後も家庭・地域住民の協力を得ながら,連携・協働していきたい。A4

「児童は，時と場に応じたあいさつをしている。」については，教職員・保護者・地域・児童すべてにおいて肯定的割合が高

く，特に保護者の肯定的割合が昨年度より 16.8ポイント上がった。学校と家庭・地域とが連携してあいさつ奨励を進めてき

た大きな成果と言える。今後も家庭や地域と連携してあいさつ奨励の取組を継続していく。 

A9「児童は，宇都宮の良さを知っている。」については,児童の肯定的回答が,目標数値を下回った。来年度も引き続き総合的

な学習の時間で学んだ宇都宮の良さを，異学年に向けて発表する場を設ける。さらに，感染症拡大状況を鑑みながら，校外学

習など，実際に見学する場を設けることで，宇都宮の良さに触れ気付きを深めるような活動を展開していきたい。 

 

 

 



７ 学校関係者評価 

 昨年度と同等の高い評価をいただいた。A4「児童は時と場に応じたあいさつをしている。」については，94.8％の肯定的回

答であった。地域協議会や地域学校園で連携して，継続的にあいさつ奨励をしてきたことにより，あいさつをする習慣が児

童に定着し始めているようだ。今後とも，地域と連携してあいさつ奨励活動の充実を図っていきたい。 

 A6「児童は，健康や安全に気を付けて生活している。」は肯定的回答の割合が 95.6％だが，昨年度より 0.9ポイント下降し

たので，児童の安全面の充実は来年度に向けての一つの課題である。通学路の安全確保については，常に地域の多くの方々

からご支援をいただいている。今年度は，地域協議会主催で PTAとの連携協働により通学路の除草ボランティア活動が実施

され，児童の登下校の安全確保に有効であった。今後も，児童の様々な活動において，学校と家庭，PTA，地域との連携活動

の広がりを探っていきたい。 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付

ける。 

〇今後も家庭や PTA，地域と連携し，地域学校園でのあいさつ奨励の取組を継続し，児童が自ら自然にあいさつできるよう

年間を通して学校全体で呼び掛けていく。さらに，さん付け呼名やふわふわ言葉や受容的な言葉を奨励する取組を継続する

ことにより，時と場に合わせた正しい言葉遣いを身に付けさせていきたい。 

学習面においては，積極的にＩＣＴ機器を活用し，児童が互いに考えを交流することで，主体的で対話的な深い学びにつな 

がるような授業の実践に努めていきたい。また，感染症対策を講じながら，校外学習の場を設けたり体験活動を充実させたり

することで，学んだことを生活に生かしていこうとする意識を育てていきたい。 

 

 


